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あり方方針

外部評価

【43  レンタサイクル施設】

　『レンタサイクル施設』は、サイクリングを通じて地域間交流の促進、レクリエーション及びスポーツの振興を図る目的で設置
された施設です。
　しまなみ海道レンタサイクルシステムとの連携により、相互乗り捨てが可能なレンタサイクルターミナル施設については、指
定管理者制度を導入するなど効率的な管理運営を行っています。
　「サイクルステーション」については、近年レンタサイクルはほとんど利用されておらず、道の駅としての機能が主となってい
ることから、指定管理者制度の導入など道の駅としてより効率的・効果的な管理運営手法を検討するとともに、施設の特徴を
活かした更なる利用促進に努めていきます。
　なお、下記「外部評価」の意見を合わせて本施設グループの「あり方方針」とし、着実に取組を推進していきます。

●庁内評価のとおり

（補記事項）

　利用促進にあたっては、利用状況等を正確に分析するとともに、各種団体や企業との連携、多言語での情報発信などによ

り、新たな利用者確保に向けて積極的に取り組まれたい。

　なお、今後の交通ネットワークの整備状況も見極めながら、新しい人の流れを交流促進に繋げる拠点として、効率的・効果

的な管理運営のあり方を検討されたい。
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